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DuMA ニュースレター                                   2020年 1月 6日 

非常時の位置情報通報について 

 今の時代は極めて多くの方がスマートフォン（以下スマホと呼称します）を所有されるという時代です。

スマホにはユニバーサルサービスのためという理由で衛星測位システム（一般的には GPS）が内蔵され

ています。ユニバーサルサービスとは、誰でも何処でも同じサービスを受けられるようにというのが趣旨

です。そしてこの GPS機能の内臓は 2007年 4月から法令で義務づけられました。 

 この結果、110番、118番、119番へ緊急通報した際に、自動的に位置情報も通報されるようになりまし

た。今回この話題を取り上げましたのは、正月に駿河湾で釣りをしていた方のボートが漂流しているのが

発見されたというニュースがあったためです。そしてボートには携帯電話も残されていたそうです。海で

のレジャーに限らず、スマホは常に身に付けているようにすべきです。例えば落水時には緊急連絡にも

使えますし、緊急通報時には位置情報が海上保安庁や警察にも自動的に伝わります。迅速救助のた

めにも防水スマホは必需品です。 

 

２０１９年１２月の地震活動概観 

 下の図は 201９年 12 月に日本列島およびその周辺で発生したマグニチュード５以上の地震をすべて

図示したものです。12月には 9個の地震が発生しました。12月 3日、４日に首都圏で震度４を観測する

地震が連続して発生したため、メディアで話題になりましたが、地震学的にはそれらの地震はマグニチ

ュード５未満であったため、この図には入ってきません。ちなみに茨城北部はまだ通常の地震活動には

戻っていません。 

 先月は沈み込む太

平洋プレート沿いで９

個のうちの８個が発生

していた事がわかりま

す。現時点では特に

異常と呼べる状況では

ありません。 

つまり「マグニチュー

ド５の地震が東北沖で

近いうちに発生する」と

いう予知は偶然でもこ

の程度は当たるという

事を意味しているので

す。つまり意味の無い

予測なのです。 
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予兆的な地震活動か通常の地震活動かを判別する方法 その２ 

 １２月２３日付のニュースレターで、グーテンベルグ・リヒター則というものを紹介いたしました。この法則

の重要な点は一般的に大きな地震と小さな地震の発生数の割合は基本的に一定という事なのです。 

 ところが、前震の場合、この傾きが通常とは異なっているという事に触れさせて頂きました。 

 

この割合のことを地震学ではｂ値と呼んでいます。ｂ値はこのグラフにおける直線の傾きです。右下が

りのグラフなので、マイナスの値になりますが、式にすでにマイナスが含まれていますので、ｂ値はプラス

で表現します。 

それではどのようにして“通常の地震（＝余震）”なのか“さらに大きな地震が発生する可能性のある地

震（＝前震）”なのかを判別するのでしょうか。 

これは、最初の（比較的大きな）地震が発生した付近の過去の地震活動と、最初の地震が発生した後

の地震活動を比較し、ｂ値が以前と同様かあるいは低下しているかを計算するのです。 

計算した結果、地震発生前とほぼ同様のｂ値を示した場合には、通常の余震活動が続く可能性が高

く、さらに大きな地震が発生する可能性は低いと判断できます。 

逆に最初の地震が発生した後のｂ値がそれ以前より有意に小さくなっている場合には前震（＝今後さ

らに大きな地震が発生）である可能性が高いと判断するのです。 

 

中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図® 

 １１月２５日のニュースレターに続き、中部地方から中国・四国地方にかけての地下天気図です。 

１１月２５日にも述べましたが、近畿地方では非常に顕著な地震活動静穏化の異常が一昨年末から昨

年にかけて出現し、その異常が最大になった時に昨年の大阪北部地震（2018 年 6 月 18 日）が発生し

ました。この大阪北部地震の影響が Lタイプ地下天気図では残っており、まだ静穏化は出現していませ

ん。それに対し、M タイプ地下天気図には再び顕著な地震活動静穏化（図中で青い部分）が出現して
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います。これは M タイプのほうが相対的に静穏化の異常検出能力が高いためです。 

 次にお示しする地下天気図は１月２日時点の M タイプ地下天気図です。参考までにその下に１１月

２１日時点の M タイプ地下天気図を再掲します。 

 

 

  １月２日時点では、昨年の１１月２１日時点より少し異常が解消（回復）傾向であることがわかります。

また図中の赤四角（■）は大阪、名古屋、静岡、長野、金沢の各都市の位置を示しています。 

 

今週の DuMAダッシュボード 

 今週のダッシュボードは２０１９年１２月２３日付のニュースレターでお示ししたものから変更はありませ

ん。 
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